
令和４年度 福島県立白河高等学校 

        学校経営・運営ビジョン 

 

 登龍   

                                  福島県立白河高等学校長 矢森 健一 

この度、本校は創立百周年を迎えました。創立以来長きにわたり、広く地域社会に支

えられ、国内外、各界で活躍する二万五千名を超える有為な人材を輩出してきました。 

 この伝統を受け継ぎつつ、「質実剛健」の気風と「文武両道」の精神の下、在校生・

教職員はもとより、保護者、同窓生とともに、地域の方々に愛される魅力ある学校を目

指し、さらなる発展に向けて取り組んでまいります。 

 新型コロナ対応など不安定な社会情勢の中であっても、生徒たちが「登龍」の志を持

ち、夢・希望の実現のため粘り強く挑み続けることができるよう、一人ひとりの人格を

尊重し、自立を促し、心身ともにたくましく、心豊かな生徒を育ててまいります。 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 教育目標 
 

 Ⅰ 知識を深め、情操を豊かにし、個性の伸長を図る。 
 

 Ⅱ 健康を増進し、明朗闊達にして相互敬愛の公民的資質を 
      育成する。 
 

 Ⅲ  自由と正義を愛し、自主的・自律的に行動する態度を養う。 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

   ≪重点目標≫ 
                                                                                                                  
                                                                                                                 
                                   
 
      

   ≪重点事項≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

 

１ 生徒の様々な進路希望を実現す
るための教育課程の研究に努める
とともに、地域との連携を強化し、
開かれた教育課程の実現を図りま
す。 

 
２ 主体的・対話的で深い学びの実 
現のために、質の高い授業を実践 
するとともに、評価法についての研
究をすすめ、授業改善に努めます。 
 

３ 自ら学び深く考える態度を育て、
思考力・判断力・表現力の向上を 
図ります。 
 

４ 家庭学習の定着化を図り、自主 
的な学習習慣を身につけさせます。 

１ 進路講演会や個人面談をとおし

て、進路意識の向上を図ります。 
 

２ 多様な入試制度を有効活用して

進路目標実現を図るため、小論文・

面接・教科添削等の個別指導を充実

させます。 
 
３ 進路指導懇談会等によって進路 
 情報の共有化と進路指導部・各学年 

 ・各担任間の連携を密にします。 
 
４ ＨＲ活動、生徒会活動、学校行事

等を通して探究心や課題解決力を

高め、社会で活躍できる力を身につ

けさせます。 

１ 郡内一周駅伝大会やふくしま教
育週間等の行事をとおして、地域の
方々の理解を促進して連携を強化
します。 

 
２ 学年便りやホームページ等をと
おして、情報発信に努めます。 

 
３ 各種学校行事の内容を工夫する
とともに、保護者参加の機会を設 
けるよう努めます。 

 
４ 創立百周年記念事業をとおして
同窓会・後援会や地域の方々との連
携を深め、信頼される学校づくりに
努めます。 

学力の向上 進路希望の実現 開かれた学校づくりの推進 健全な心身の育成 

 

   

１ 挨拶や服装、清掃等、基本的 

 生活習慣の確立に努めます。 

 

２ 文武両道の精神の下、学習と 

 部活動との両立を図らせるとと 

 もに、生徒会活動等をとおして 

 協働性を身につけさせます。 

 

３ 健康と安全、防災に関する意 

 識を高めるとともに、安全安心 

な学習環境の整備に努めます。 

 

４ スクールカウンセラーや外部

専門機関と連携して教育相談を

充実させ、心身の健康保持に努 

めます。 

   


